
個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 外国語活動・外国語科 「つかむ」過程の基本的な流れ

単元の課題における目的、場面、
状況を把握できるよう、資料等を
提示する。

＜例＞
・写真や動画を示す。
・教室外（海外、他校など）とつ
なぐなど。

【学校の壁を越えた学習】
※目的・場面・状況の設定
○端末を活用し、単元末の課題
（言語活動）の目的・場面・状
況を把握する。

→言語活動における目的・場面・
状況を本物に近づけることで、
児童生徒は必要感をもって伝え
合うことができる。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

・大型提示装置で個人のf振り返
りの言葉の映し出し、及び紹介
する。

＜ＩＣＴ活用の視点＞
外国語では、課題について、個で考えを持ち、それを他者と英語で伝え
合いながら、英語表現を磨き、考えを深める言語活動が連続します。ICT
を活用し、言語活動を効率的に進めるとともに、目的・場面・状況を実生
活に近づけること（思いや考えをもつために調べる、コミュニケーションの
ためにつなぐなど）がポイントとなります。

【発表や話し合い】
○単元の課題解決に向けて
必要だと感じる学習内容を
端末で共有する。

→単元で学習する内容につい
て見通しをもつことができる。

あいさつ・ウォームアップで必要
な資料等を提示する。

【学習データの蓄積】
○試しの活動におけるパフォーマン
スを記録する。

→単元末の課題解決におけるパ
フォーマンスと比較することで学習
成果を実感することができる。

＜例＞
・端末で小学校で取り組んだパ
フォーマンスを見るなど。

・大型提示装置で本時の学習に
関連する資料等を提示する。

・大型提示装置で学習計画（め
あて等含む）等を提示する。

【学習データの蓄積】
○CAN-DOリストに沿って、振り返り
を記録する。

○振り返りを教師用端末に送信する。
→単元末に自己の学びの成長を確
認する準備になる。

【個に応じた学習】
○単元の課題をつかみ、既習表現
を使って、自分の考えを端末に整理
する。
→単元の課題解決に向けて、現在
の自分の考えや、英語力を把握で
きる。

https://youtu.be/ZkdUvwADH28?t=31
https://youtu.be/ZkdUvwADH28?t=21
https://youtu.be/ZkdUvwADH28?t=42
https://youtu.be/4yr8YHAnBNU


個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 外国語活動・外国語科 「追究する」過程の基本的な流れ

・大型提示装置で学習計画（め
あて等含む）等を提示する。

★Small Talk【協働学習】
○Small Talkで個人で言えな
かったことなどを全体で共有
し解決する。

→既習表現を駆使して、言い
換える力を身に付けられる。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【個に応じた学習（内容面）】
【調査活動】【思考を深める学習①】
○単元末の課題解決に向けて、本時
のめあてに沿って思いや考えをも
ったり、膨らませたりする。

→社会的な問題などを題材とした時、
題材について知識がなく、思いや
考えが浮かばないことがあるが、
調べたり、考えをまとめたりするこ
とで思いや考えを膨らませること
ができる。

・Small Talk等で話題の中心と
なるテーマや画像等を提示す
る。

★帯活動 【個に応じた学習】【表現】
○既習事項を確認する。
→個人の状況に応じて、課題解決に
つながる既習表現を継続的に確認
できる。

＜例＞
基本文や既習表現をドリル、新出
単語テストなど。

＜例＞Small Talkで言えなかっ
たことを端末で提出、共通なもの
を全員で英語化するなど

【個に応じた学習（言語面）】
○単元末の課題解決に向けて、必要
な言語材料を習得する。

→新出言語材料に係る知識を整理し、
技能を習得することができる。

・大型提示装置で本時の学習に
関連する資料等を提示する。

＜例＞
文法知識の整理のため、与えられ
たドリル的な課題への取組、本文に
係るQ＆Aなど。

【提出、比較】
○個人でまとめた英文を提出
し、お互 いに比較する。

→自分では気付かなかった
多様な意見や考え、忘れて
いた既習表現の活用に触
れることができる。【思考を深める学習②】

【学習データの蓄積】
○自らの意見、考えを言語面、内容
面で深め、校正する。

※「つかむ過程」を参照

※調査活動の際、なるべく英語
を使って調査活動ができるよう
工夫する。
＜例＞
英語の動画、英文の記事検索

https://youtu.be/ZkdUvwADH28?t=12
https://youtu.be/ZkdUvwADH28


教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の
活用

はばプラⅡ 外国語活動・外国語科 「まとめる」過程の基本的な流れ 個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

・これまでの学習を想起させるた
めの資料等を提示する。

【協働での意見整理】
○個人の思いや考えを英語で伝
え合いながら、ペアやグループ
で議論したり、まとめたりする。

→英語を使って、議論したりまと
めたりする過程の中でコミュニ
ケーション力を養うことができる。

学びを深める指導・支援の重要ポイント

【学校の壁を越えた学習】
※課題解決（言語活動）
○１人１人が教室外の相手と英語
でやり取りを行ったり、発表を行っ
たりして、課題解決を行う。

○単元の課題解決で必要な
資料等を提提示する。

※「追究する過程」を参照

【発表・話し合い】
○教室外の相手とつながり、単元
の課題解決を行う中で思ったこ
とや生じた考えを端末上で共有
し、やり取りしたり、発表したり
する。

→教室内の友人と英語でコミュニ
ケーションを行いながら、思い
や考えをさらに深める言語活
動ができる。

【比較】
○試しの活動における自分のパ
フォーマンスを比較する。

→本単元でできるようになったこと
を実感するとともに、単元全体の
学習を振り返ることができる。

【個に応じた学習】
※課題解決（言語活動）
○課題の目的・場面・状況に沿って
蓄積した学習データを活用し、自
らの思いや考えを英語でまとめる。

＜例＞
ディベート、パンフレット作りなど

＜例＞
学校間、海外とのやり取りなど

※「つかむ過程」を参照

https://youtu.be/re08P5tHOXg
https://youtu.be/Ziy1FmV-R7c
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